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データベースの更新
2 レベルのビジネスコンポーネントの使用



旅⾏代理店の顧客に提供される、ある都市のさまざまな観光名所を訪問するツアー
を表示する CityTour トランザクションが作成されているとします。

これは 2 レベルのトランザクションです。第 1 レベルでは、ツアーの名前に加えて
国と都市を指定し、各観光名所の予想滞在時間を合計したツアー全体の所要時間も
指定します。

サブレベルでは、そのツアーに含まれる観光名所を指定します。第 1 レベルで市内
観光の国と都市を指定する必要があるため、サブタイプのグループを定義する必要
があります。さらに、観光名所は国と都市を持つため、これらがツアーのものと一
致することをチェックする必要があります。
CityTourAttracionId は AttractionId のサブタイプであるため、同じ項目属性のよ
うに扱われます。したがって、CityTour の第 2 レベルのテーブルの外部キーになり
ます。

そのテーブルには、観光名所の予想滞在時間を指定するための従属項目属性
CityTourAttractionDuration も含まれます。
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2 レベルのビジネスコンポーネント



CityTour に Work With パターンを適用し、より快適に作業できるように観光名所
にも適用しました。そして、一部のデータを読み込んだ状態です。
たとえば、パリには 2 つの市内観光しか作成されていません。1 つはルーブル美術
館とエッフェル塔で、もう 1 つはエッフェル塔のみです。

バックオフィスユーザーが観光名所について作業していて、システムに新しいもの
(たとえば、ノートルダム寺院) を⼊⼒するとします。観光名所の都市 (この場合は
パリ) に対応するすべての市内観光に、滞在時間 (固定で 120 分) とともに、これ
を⾃動的に追加する必要があります。この滞在時間は後で変更できます。これはど
うやって実⾏したらよいでしょうか。
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多数の⾏の挿⼊



簡単にいえば、このトランザクションで新しい観光名所が挿⼊されると、直ちに、
同じ国と都市を持つすべての市内観光に、この観光名所を含む新しい⾏が滞在時間
120 分とともに⾃動的に追加される必要があります。

次に、on AfterInsert で (つまり、Attraction テーブルに新しい観光名所が挿⼊さ
れた直後に)、プロシージャーを呼び出し、⼊⼒された観光名所の ID を渡して、同
じ国と都市を持つ市内観光の⾏を挿⼊します。
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多数の⾏の挿⼊



トランザクションの [Business Component] プロパティを有効にすると、1 つでは
なく、2 つのビジネスコンポーネントが⾃動的にナレッジベースに作成されます。

1 つ目は予想どおりのもので、表示されているものと同じような構造を持ちます。
したがって、市内観光 4 に 2 つの⾏がある場合、CityTour ビジネス コンポーネン
ト データ タイプの変数の構造は、ここに示したものと同様になります。つまり、
最後のエレメント Attraction は⾏のコレクションです。各⾏がそれぞれ、構造化
データアイテムに対応します。どの構造でしょうか。ビジネスコンポーネント
CityTour.Attraction の構造です。これはトランザクションの各⾏に対応します。

つまり、トランザクション全体に対応するビジネスコンポーネントは、データベー
スに対して Insert、Update、Delete 操作を実⾏できますが、⾏に対して作成され
たものの場合は、データ構造としてのみ使用できます。
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CityTourId 4

CityTourName ベーシックパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 410

Attraction

CityTourAttractionId 1

CityTourAttractionName ルーブル美術館

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 150

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour

&cityTour.Insert()

&cityTour.Update()

&cityTour.Delete()



他の操作は許可されません。これに最初は⼾惑うかもしれません。
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CityTourId 4

CityTourName ベーシックパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 410

Attraction

CityTourAttractionId 1

CityTourAttractionName ルーブル美術館

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 150

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour

&cityTourAttraction.Insert()

&cityTourAttraction.Update()

&cityTourAttraction.Delete()

&cityTourAttraction



CityTour トランザクション画⾯で新しい⾏を挿⼊したい場合、最初にヘッダーをイ
ンスタンス化してから⾏を挿⼊し、最後にグローバルな [実⾏] を選択する必要があ
ります。ビジネスコンポーネントの場合も同様です。たとえば、⾏を追加するなど、
⾏に対する作業を⾏うには、ヘッダーとその⾏に対して作業する必要があります。
つまり、⾏を追加し、すべて (トランザクションのビジネスコンポーネント変数) に
対して必要なことを実⾏します。
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CityTourId 4

CityTourName ベーシックパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 410

Attraction

CityTourAttractionId 1

CityTourAttractionName ルーブル美術館

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 150

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour

&cityTour.Update()



したがって、市内観光 2 の新しい観光名所を挿⼊するには、CityTour トランザク
ションのビジネス コンポーネント データ タイプの &cityTour 変数が必要です。
Load 操作を適用すると、データベースからデータを読み込んだ変数を取得でき
ます。この場合はヘッダーとその 1 つの⾏です。
新しい⾏を追加する必要があるため、次に、⾏に対応するビジネス コンポーネント
データ タイプの &attraction 変数を定義します。エレメントの値をロードしたら、
後はこの構造を⾏のコレクションに追加するだけです。これは Attraction コレク
ションに適用される Add メソッドで実⾏します。

&cityTour 変数に期待する情報が⼊ったら、Update 操作を実⾏します。ID 2 の
CityTour は既に存在するため、⾏を追加して変更するだけです。この操作により、
実際にデータベースに⾏が挿⼊されます。
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CityTourAttractionId

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration

1 つの⾏の挿⼊

CityTourId 2

CityTourName 夜のパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 380

Attraction

CityTourAttractionId 5

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration 120

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour.Load(2)

&attraction = new()

&attraction.CityTourAttractionId = 5
&attraction.CityTourAttractionDuration = 120

&cityTour.Attraction.add(&attraction)

&cityTour.Update()

CityTourAttractionId 5

CityTourAttractionName ノートルダム寺院

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 120



実装されているプロシージャーを⾒ると、すべてが理解できます。
観光名所の ID は &AttractionId 変数で受け取ります。

受け取った観光名所の国と都市を持つすべての市内観光について、For Each コマン
ドで処理を繰り返します。ここで、Attraction テーブルに観光名所を挿⼊した後、
プロシージャーを呼び出さなければならない理由がはっきり分かります。そうしな
い場合、このフィルタを使用するための国と都市を⾒つけることができません。

&cityTour は CityTour ビジネス コンポーネント データ タイプの変数です。For 
Each コマンドで⾒つかった市内観光の ID からロードされます。トランザクション
で⾏を追加するだけです。
そのためには、⾏に対応するビジネス コンポーネント データ タイプの変数を定義
します。この変数のために新しいメモリー領域を作成し、格納できるエレメントを
割り当てます。つまり、観光名所の ID と滞在時間です。
そして、この⾏を CityTour の⾏のコレクションに追加するだけです。
最後に Update 操作を実⾏すると、成功の場合は True が返されます。その場合は
Commit を選択します。
これで、次の繰り返しに進みます。
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多数の⾏の挿⼊



今度は、ビジネスコンポーネントを使用して⾏を削除する⽅法を⾒てみましょう。

Work with Attractions には、以前に挿⼊したノートルダム寺院が含まれています。
市内観光に移動すると、これを含むものはパリに 2 つあります。ここでは、観光名
所を削除できるようにします。通常、これは参照整合性チェックにより許可されま
せん。この観光名所を含む市内観光をなくすためには、削除を許可する必要があり
ます。つまり、[削除] をクリックしたときに、まずこの観光名所がある市内観光の
すべて⾏を削除し、次に観光名所を確実に削除する必要があります。

実⾏すると、この市内観光から削除され、前に取り上げたものからも削除されてい
ることを確認できます。これをどう実装すればいいでしょうか。
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多数の⾏の削除



Attraction トランザクションから Delete モードで実⾏します。データの検証が⾏
われる前に観光名所を削除する必要があります。つまり、参照整合性チェックが⾏
われる前に、プロシージャーを呼び出して、観光名所の ID を渡します。プロシー
ジャーは、その観光名所を含む市内観光のすべての⾏を削除します。

これはどのように実⾏すればよいでしょうか。

トランザクションを使用して⾏を削除するには、まず、市内観光をロードします
(Update モードになります)。そして、⾏を削除し、最後に [実⾏] をクリックして
データベースで実際に削除を実⾏します。この場合も同じようになります。
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多数の⾏の削除



市内観光 2 からノートルダム寺院を削除するには、CityTour ビジネス コンポーネ
ント データ タイプの変数に Load メソッドを使用して構造をロードし、Attraction 
コレクションから⾏を削除します。どのようにすればよいでしょうか。
RemoveByKey メソッドを使用します。名前のとおり、このメソッドはコレク
ションを検索して、指定されたキー値に一致するアイテムを⾒つけます。この場合は、
ID 5 のノートルダム寺院です。この削除はメモリー内でのみ実⾏されます。これを
データベースにも適用する必要があります。そのためには市内観光を更新する必要
があるため、Update メソッドを使用します。もちろん、Save() も使用してもかま
いません。これらはすべてトランザクションの [実⾏] ボタンをクリックすることと
同じことです。
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1 つの⾏の削除

CityTourId 2

CityTourName 夜のパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 380

Attraction

CityTourAttractionId 5

CityTourAttractionName ノートルダム寺院

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 120

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour.Load(2)

&cityTour.Attraction.RemoveByKey(5)

&cityTour.Update()



プロシージャーが GeneXus にどのように実装されるか⾒てみましょう。
&AttractionId 変数は削除する観光名所の ID を受け取ります。For Each コマンド
を使用して市内観光の⾏を検索し、この観光名所 ID に一致するものを⾒つけます。
⾒つかった場合は、トランザクションに対応するビジネス コンポーネント データ
タイプの市内観光の変数で、その⾏に対応する CityTourId をロードします。そして、
その市内観光の観光名所のコレクションに RemoveByKey メソッドを適用し、
パラメーターで受け取った観光名所 ID の観光名所を削除します。
次に Update を実⾏し、成功した場合は Commit を実⾏します。

このようにして、データにその観光名所が含まれるすべての市内観光の⾏を確実に
削除できます。このプロシージャーの実⾏が完了すると、コントロールがこちらに
戻り、対応する観光名所の検証が実⾏されます。しかし、関連するデータがない
ため、削除しても参照整合性エラーは発生しません。
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多数の⾏の削除



最後に、ビジネスコンポーネントを使用してトランザクションの⾏を更新する⽅法
を学習します。

トランザクションを使用するこのケースでは TourId 2 を編集します。エッフェル
塔の滞在時間を 260 分から 200 分に変更するとします。変更したら、後は実⾏す
るだけで更新が⾏われるようにします。

このような処理をビジネスコンポーネントを使用して⾏う必要があります。つまり、
ロードして⾏を変更し、更新します。
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1 つの⾏の更新



それでは、ID が 2 の市内観光の &cityTour 変数をロードします。

観光名所 3 に対応するコレクション内のアイテムにアクセスする必要があります。
そのために GetByKey メソッドを使用します。Attraction コレクション (つまり、
トランザクションの⾏) に適用すると、メモリー位置の直接参照が返されます。した
がって、⾏に対応するビジネス コンポーネント データ タイプの &attraction 変数
に割り当てられます。このように、&attraction 変数は⾏のコピーではなく、その⾏
そのものになります。

これで、後は変数の CityTourAttractionDuration エレメントを変更するだけです。
これは &cityTour 変数に直接影響します。

これはデータベースにも適用される必要があるため、ビジネスコンポーネントの
Update 操作を実⾏します。その結果、データベースで⾏に対応するレコードが更
新されるだけでなく、&cityTour 変数も更新されます。また、⾏の滞在時間を合計
するためのトランザクションのヘッダーの式に対応する CityTourDuration エレメ
ントも変数でリフレッシュされます。
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1 つの⾏の更新
CityTourId 2

CityTourName ベーシックパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 410

Attraction CityTourAttractionId 1

CityTourAttractionName ルーブル美術館

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 150

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour.Load(2)

&attraction = &cityTour.Attraction.GetByKey(3)

&cityTour.Update()

&attraction .CityTourAttractionDuration = 200

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 200

CityTourId 2

CityTourName ベーシックパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 350

Attraction



次に、ビジネスコンポーネントによる⾏の変更をアプリケーションに実装する⽅法
を⾒てみましょう。

Work With Attractions で、たとえば、エッフェル塔などの特定の観光名所を編集
するために、その観光名所が含まれるすべての市内観光が表示されるタブを選択し
たとします。そうすると、他のデータとともに、それぞれの市内観光の観光名所の
滞在時間が分単位で表示されます。

ここから時間を分単位で加算したり減算したりして、滞在時間を変更できるように
します。たとえば、それぞれ 10 分追加したいとします。ここに示す画⾯が表示さ
れるので、10 分の追加を指定すると、加算が実⾏されます。

このバックグラウンドでは何が実⾏されたのでしょうか。これら 2 つの市内観光そ
れぞれにアクセスし、最初のものから始めて、この観光名所に対応する⾏にアクセ
スし、予想滞在時間に 10 分加算しました。もう 1 つに対しても同じことを実⾏し
ました。つまり、2 つの市内観光それぞれの 1 つの⾏を変更する必要がありました。
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多数の⾏の更新



GeneXus ではこれをどう実装するか示すために、Work with Attraction で、観光
名所の市内観光に対応するタブに ModifyDuration アクションを追加しました。
コードでは、AskMinutesDiff という名前の Web パネルを呼び出して観光名所の
ID を渡します。この Web パネルの実⾏が終了したら、再表示を実⾏して、更新さ
れたデータをグリッドに表示します。
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多数の⾏の更新



AskMinutesDiff Web パネルを⾒てみましょう。変数で、時間を変更する分単位の
値の⼊⼒をユーザーに求めています。これは、対応するデータを変更するプロシー
ジャーを呼び出します。プロシージャーは観光名所の ID と時間 (分単位) を受け取
ります。これに該当する市内観光の観光名所に対して、この時間を加算または減算
します。

このプロシージャーのスケジュールはどう設定すればいいでしょうか。

ここでは、2 つの変数で情報を受け取っていることが分かります。そして For Each 
コマンドで市内観光の観光名所を参照し、パラメーターが受け取る観光名所でフィ
ルタします。⾒つかった各レコードに対して、&cityTour ビジネスコンポーネント
変数で該当する市内観光をロードします。CityTour.Attraction タイプの
&attraction 変数 (つまり、⾏に対応するビジネスコンポーネント) で、
&AttractionId キーに対応する Attraction コレクションのアイテムを取得します。
次に、滞在時間を変更します。アイテムの CityTourAttractionDuration エレメン
トで、パラメーターが受け取った時間 (分単位) を値に加算します。次に Update を
実⾏してコミットします。
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多数の⾏の更新



ここまでに⾒てきた、2 レベルのビジネスコンポーネントで 1 つの⾏を挿⼊、削除、
変更する⽅法をまとめます。

ヘッダーが既に存在することが前提のため、どの場合も使用する操作は Update 
です。

最初の⼿順で、常に作業対象のビジネスコンポーネント変数をロードします。⾏を
挿⼊する場合、⾏のビジネス コンポーネント タイプの変数が作成され、新しいメモ
リー領域が予約され、値を指定したいテーブルの項目属性に対応する⾏のすべての
エレメントに値が割り当てられ、割り当て対象でないものは Null または空になり
ます。そして、⾏のコレクションに⾏が追加されます。この追加は参照にも使用さ
れます。したがって、各⾏に対して作業する前に、慎重に検討してから、new() を
使用して新しいメモリー領域を作成する必要があります。

削除には RemoveByKey メソッドを使用します。これはパラメーターを介して削
除する⾏の ID を受け取ります。

最後に、項目属性や⾏の項目属性を変更するには、⾏のコレクションの GetByKey 
メソッドを使用します。これも、取得したい⾏の ID をパラメーターを介して受け
取ります。このメソッドは⾏に対応するビジネスコンポーネントの参照を返すため、
そのタイプの変数にメソッドを割り当てる必要があります。変数を変更するとき
には、コレクションのそのアイテムが既に変更されています。
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まとめ

&BC.Load(PKAttribute)

&lineBC = new()

&lineBC.PKLineAtt = …
&lineBC.LineAtt2 = …
…
&lineBC.LineAttn = …

&BC.Lines.Add(&lineBC)

&BC.Update()

&BC.Load(PKAttribute)

&BC.Lines.RemoveByKey(PKLineAtt)

&BC.Update()

&BC.Load(PKAttribute)

&lineBC = &BC.Lines.GetByKey(PKLineAtt)
&lineBC.LineAtt2 = …
&lineBC.LineAttn = …

&BC.Update()

1 つの⾏の挿⼊ 1 つの⾏の削除 1 つの⾏の更新



たとえば、市内観光 2 (存在しない場合) など、新しいヘッダーとその⾏を挿⼊する
には、まず、ビジネスコンポーネント変数を定義して、新しいメモリー領域を割り
当てます。

そして、推論されたものではないヘッダー項目属性または式に対応するすべてのエ
レメントに値を割り当てます。

次に、⾏のビジネス コンポーネント タイプの &attraction 変数の新しいメモリー
領域を作成します。推論されたものではない項目属性の値を割り当て、グローバル
ビジネス コンポーネントの⾏のコレクションに変数を追加します。

同じ⼿順で第 2 の⾏を⼊⼒します。ここでは新しいメモリー領域の予約は必須です。
予約しない場合、割り当ての際に前の⾏が上書きされます。
ビジネスコンポーネントの観光名所のコレクションに新しい変数を追加し、最後に
Insert 操作を実⾏して、データベースにヘッダーと 2 つの⾏を挿⼊します。

エラーがない場合は、変数にすべてのデータがロードされます。つまり、⼊⼒した
もの、推論されたデータおよび式です。
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CityTourAttractionId

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration

CityTourId

CityTourName

CountryId

CountryName

CityId

CityName

CityTourDuration

Attraction

CityTourAttractionId

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration

新しいヘッダーと⾏の挿⼊

CityTourId 2

CityTourName 夜のパリ

CountryId 2

CountryName

CityId 1

CityName

CityTourDuration

Attraction

CityTourAttractionId 5

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration 120

CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName

CityTourAttractionCountryId

CityTourAttractionCountryName

CityTourAttractionCityId

CityTourAttractionCityName

CityTourAttractionDuration 260

&cityTour = new()

&attraction = new()

&cityTour.CityTourId = 2
&cityTour.CityTourName =  ‘夜のパリʼ
&cityTour. CountryId = 2
&cityTour.CityId = 1

&cityTour.Attraction.add(&attraction)

&cityTour.Insert()

&attraction.CityTourAttractionId = find( AttractionId, AttractionName = “エッフェル塔”)
&attraction.CityTourAttractionDuration = 260

&attraction = new()

&cityTour.Attraction.add(&attraction)

&attraction.CityTourAttractionId = find( AttractionId, AttractionName = “ノートルダム寺院”)
&attraction.CityTourAttractionDuration = 120

CityTourId 2

CityTourName 夜のパリ

CountryId 2

CountryName フランス

CityId 1

CityName パリ

CityTourDuration 380

Attraction CityTourAttractionId 3

CityTourAttractionName エッフェル塔

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 260

CityTourAttractionId 5

CityTourAttractionName ノートルダム寺院

CityTourAttractionCountryId 2

CityTourAttractionCountryName フランス

CityTourAttractionCityId 1

CityTourAttractionCityName パリ

CityTourAttractionDuration 120



この章では、構造内の⾏のコレクションを直接操作して、ビジネスコンポーネント
の⾏を挿⼊、更新、削除する⽅法を⾒てきました。ほかにも⽅法があるでしょうか。
残念ながらありません。なぜなら、データプロバイダーは、構造化データを返すた
めに使用されるからです。
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ビジネスコンポーネントによる挿⼊、更新、削除の
⽅法はこれだけでしょうか。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


